
順天中学校・高等学校
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2014 年からスーパーグローバルハイスクール（SGH）に指定されている順天中学校・高等
学校。広く世界に視野を拡げ、グローバル社会で活躍するために求められるコミュニケー
ション能力や課題解決力、実践力や行動力などを培うためのさまざまな活動を実践してい
る。そのひとつが、発展途上国が抱える課題の解決策を探る「フィリピンフィールドワーク」。
今年度も 14 人の生徒がフィリピンでの現地調査に挑んだ。
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フィリピンでのフィールドワークに挑戦。
発展途上国が抱える課題の現状を探る

　湿気を帯びて、重くよどんだ空気。鼻

をつく異臭。目の前に広がるのは山積み

された無数のゴミ。フィリピンのゴミ山

地区だ。そこには、ゴミを拾い集めて生

計を立てている “ スカベンジャー ” と呼

ばれる人たちが暮らす。　　

　フィリピンフィールドワークでは、貧

困層が暮らすゴミ山地区やスラム地区な

どに足を踏み入れ、ストリートチルドレ

ンをはじめ教育問題、薬物問題などフィ

リピンが抱える諸問題について実態を調

査し、その解決策を探っていく。通常の

語学研修とは趣旨も内容も大きく異な

り、旺盛なチャレンジ精神と探求心、そ

して過酷な環境にも屈しないタフネスさ

が求められるハードなプログラムだ。

　順天中学校・高等学校では SGH 活動

のひとつとして、5 年前からこれを実施。

毎年、希望者の中から 15 人ほどを選抜

して現地へ派遣しているが、初めて参加

した生徒の誰もが貧困地区の実態を目の

当たりにして大きな衝撃を受けるとい

う。「小さな子供が寄ってきて、お金を

ねだってきた。物乞いは初めての経験。

実際にあることを知り、ショックだった」

「想像を遥かに超えていた。日本の常識

では考えられない世界。自分は今のよう

な生活をしていていいのか、と考えさせ

られた」とは参加メンバーのコメント。

しかし、それで懲りたり、音を上げる生

徒はいない。貧困地区という “ 異世界 ”

が放つ強烈さに驚愕させられながらも、

果敢にチャレンジし続けている。

　今年度も初参加の高 1 生を含む 14 人

の派遣メンバーが、7 泊 8 日の日程で

フィリピンを訪問。現地では、地元の高

校生や NPO が運営する児童擁護施設の

子どもたちとの交流も行いながら、パン

ガシナン州ダグーパン近郊カリカアンや

リンガエン、さらにマニラのスモーキー

マウンテンに足を運び、「薬物問題」や「家

族問題」、「衛生問題」などそれぞれの

テーマで調査を進めた。カリカアンとは

汚水が溜まった劣悪な環境の中に 600

人余りの貧困層が暮らすスラムコミュニ

ティ。一方リンガエンとスモーキーマウ

ンテンはかつてのゴミ集積場があった場

所。現在は閉鎖されているが、依然ゴミ

が積み上げられた中でスカベンジャーが

不法に家を建てて暮らしている。いずれ

も旅行者が気軽に近づける場所ではない

が、地域事情に精通した現地 NPO のス

タッフがガードする中で、生徒たちはヒ

アリングを実施。さらに、周辺の小学生

や高校生、一般住民からも聞き取りを行

い、調査をより深めるために薬物依存者

のリハビリセンターも訪れ、専門家から

薬物問題の現状について話を聞いた。し

かし、貧困地区ではフィリピンの公用語

でもあるはずの英語が通じない。コミュ

ニケーションはタガログ語か地元のロー

カルランゲージに限定され、地元高校生

の協力による通訳と、紙に絵を描いたり

スマホを駆使したりすることで、何とか

コミュニケーションできたという。

     フィリピンの貧困地区を行く。
　異文化を超えた異世界を体験
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英語が通じない子どもたちとは、絵を描いたりしながらコミュニケーション

にしようと、富裕層を作り手・贈り手と

して取り込んでいくことを考えた。その

ため、まず自分たちが専門家の指導を受

けたりネット動画などを通じて作り方学

び、そのうえで生徒の母校の小学校など

でワークショップを開いて作り方指導の

練習も重ねた。

　そうして臨んだ現地では、二つの高校

で布ぞうり作りのワークショップを開

催。現地の高校生たちも喜んで布ぞうり

作りに取り組み、その出来ばえの良さに

大いに満足した。作り方を教え、教えら

れる中で双方の距離も縮まり、より親密

な関係へと発展していった。プロジェク

トは順調に進むかと思われた。しかし、

その先で文化や価値観、考え方の違いと

いう壁が立ちはだかることになる。古着

で作った布ぞうりも、彼らにとっては価

値あるもの。大切な思い出として持って

いたいと言い出し、手放そうとしない。

順天の生徒たちにとっては予想外のこと

だった。でも、無理強いしては意味がな

い。メンバーで相談し、作り手である彼

らの気持ちを尊重することにした。

　同行した小林光一教諭はこう話す。

「日本では当たり前、できると思ってい

たことが、フィリピンでは通用するの

か。生徒たちは発展途上国の現実を前に

して、無知や無力感を感じたはずです。

そこからが本当のスタートなんです。現

地での経験を振り返り、改めて自分は何

ができるのかを考える。そして、失敗を

恐れずに、実際にアクションを起こして

いく。それが大切なんです。思考も柔軟

で、感受性の高い年代のうちに、日本と

のギャップの大きい発展途上国を実体験

しておくことは非常に意味があること。

生徒たちにとって貴重な経験になったと

思います」

　布ぞうりを贈られた貧困層の子どもが

　今回のフィールドワークでは、現地調

査に加え、古着のＴシャツを利用した布

ぞうりを貧困層の子どもたちに贈る「布

ぞうり作りプロジェクト」にも取り組ん

だ。ヒントになったのは、靴がなく、は

だしでいる現地の子どもの写真。それを

見た生徒たちが “ 布ぞうりで破傷風を予

防しよう ” を合言葉に、プロジェクトを

立ち上げたのだ。

　ただし、自分たちが作って贈ったので

は、それで終わってしまう。活動を継続

的なものにするため、生徒たちが目指し

たのは現地の人たちに布ぞうりの作り方

を教え、彼らが作ったものを貧困層の子

どもたちに贈ること。さらに、富裕層と

貧困層との壁を取り除くためのきっかけ

    笑顔の連鎖を目指した
　「布ぞうり作りプロジェクト」

正しい手洗い方法を子どもたちに指導した
木村松高君（高 2）。「予想以上に石鹸使用
率が高く驚きました。それでも感染症によ
る子どもの死亡率が高く、きちんと手を洗
えていないことにも原因があるようです。
先輩はタガログ語の『手洗い歌』を教えて
いましたが、今回はもっと楽しく取り組め
るようにユニセフの『手洗いダンス』に変
えてやってみたら予想以上の好評。楽しい
と喜んでくれました」

笑顔を見せ、それを見た贈り手側の現

地高校生も笑顔になる。順天生たちは、

そんなシーンを思い描いていたが、今

回それを目にすることはできなかった。

しかし、生徒たちの挑戦が終わったわ

けではない。次のステップとして、布

ぞうりより使い勝手の良い布サンダル

作りに着手。さらに不用品から価値あ

るものを作り出す「ゼロイチ・プロジェ

クト」へと発展させようとしている。

　順天が育成を目指している資質のひ

とつに「創造的学力」というものがあ

るが、それは学びを自ら深め、発展さ

せていく力のこと。フィリピンフィール

ドワークの派遣メンバーは、果敢なチャ

レンジ精神と探究心を持ってハードな

現地調査に挑み、また失敗にくじける

ことなくプロジェクトを発展させよう

としている。それこそが、順天の学び

のスタイルなのだ。

「家族関係」について調査をした青木野乃香
さん（高 2、左）と成田渚さん（高 2、右）。

「児童虐待やネグレクトなどの問題はありま
したが、それは日本も同じ。核家族化した
日本と比べ、親族までも大切にしているフィ
リピンのほうが家族の絆は強いと思いまし
た」。二人が家族に関心を持ったのは、母子
家庭がマイナスイメージを持って見られて
いることに疑問を感じたから。そんな社会
の意識を変えていきたい、と二人はいう。

「布ぞうり作りプロジェクト」の中心となっ
て活動した柴田雅音君（高 2）。「自分は『何
ができるんだろう』と考えさせられたフィ
リピンでした。そして思ったのは、海外支
援という大げさなものではなく、まず身近
なところでやってみようと。今、古着を使っ
た布サンダル作りに取り組み、近隣の学童
施設などで使ってもらおうと計画していま
す。その活動をフィリピンへ、世界へと広
げられたらいいなと思っています」

「薬物問題」をテーマに調査を行った新島実
梨さん（高 2、左）と丸山ちひろさん（高
2、右）。「教育を受けていない貧困層の子ど
もたちが、薬物とは何かを知らないままに
薬物売買に関わっている現状がありました。
売買に絡んで殺害された子どももいると聞
いて驚きました」（新島さん）。「現状を変え
ることは大変だと思います。でも、自分で
やれることは、これからもやっていきたい
と思います」（丸山さん）

薬物依存者のリハビリセンターで、薬物問題の現状について専門家から話を聞く 順天生から正しい手の洗い方の指導を受ける現地の子どもたち 現地の高校生を集めて、布ぞうりの作り方を指導

派遣メンバーの活動に協力してくれた校流校のラサレット校の生徒たちと


